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（百万円未満切捨）

１．平成20年３月期第３四半期の連結業績（平成19年４月１日　～　平成19年12月31日）

(1）連結経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期第３四半期 370,869 12.8 30,522 10.0 30,805 9.3 17,412 27.7

19年３月期第３四半期 328,680 16.0 27,753 47.3 28,181 51.7 13,632 39.2

19年３月期 458,587 － 36,488 － 37,067 － 20,094 －

１株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

円 銭 円 銭

20年３月期第３四半期 43 25 － －

19年３月期第３四半期 33 87 － －

19年３月期 49 93 － －

(2）連結財政状態  

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期第３四半期 566,901 219,839 36.4 512 27

19年３月期第３四半期 545,289 204,174 34.9 472 44

19年３月期 547,791 216,068 36.7 500 28

(3）連結キャッシュ・フローの状況  

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

20年３月期第３四半期 17,308 △28,250 16,070 19,964

19年３月期第３四半期 24,739 △64,457 41,524 19,622

19年３月期 40,061 △66,286 22,451 14,404

２．配当の状況

（基準日） 中間期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭

19年３月期 5 00 7 00 12 00

20年３月期 6 00 －

20年３月期（予想） － 6 00 12 00
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３．平成20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日　～　平成20年３月31日）　【参考】

平成19年11月14日に発表した平成20年３月期の連結業績予想を変更しておりません。

 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 497,000 8.4 39,600 8.5 39,200 5.8 21,800 8.5 54 15

４．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　　　　　　　　　　　　：　有

(3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　　　　　　　　　　：　有

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の業績予想につきましては、現時点での入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって、予想数値と異なる場合があります。
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期（平成19年4月1日から平成19年12月31日まで）における業績は、売上高3,708億69百万円（前期比12.8％

増加）、営業利益305億22百万円（前期比10.0％増加）、経常利益308億５百万円（前期比9.3％増加）、当期純利益174

億12百万円（前期比27.7％増加）となりました。前期の期中に実施したＭ＆Ａ（米国のリンウェルド社買収、旧ＢＯＣ

社のヘリウム事業買収）が寄与していることもあり、前期比で増収増益となっております。

　（事業別の概況）

　ガス事業については、主要関連産業での需要が維持されていることから、国内外とも主力ガスの出荷が堅調で、米国

のガス事業も順調に推移しております。機器・装置事業については、国内外の半導体産業向けの順調な売上に加え、溶

断機器も大型・中型機器が好調な販売状況となっております。また、家庭用品他事業もスポーツボトル等の出荷が好調

で、業績は順調に推移しております。

２．連結財政状態に関する定性的情報

　当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ191億10百万円増加し、5,669億１百万円となりました。

また、純資産は2,198億39百万円で、自己資本比率は36.4％となっております。

　（キャッシュ・フローの状況）

　当第３四半期末の現金及び現金同等物は、以下に記載のキャッシュ・フローにより199億64百万円となり、前連結会計

年度末に比べ55億59百万円の増加となりました。

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は173億８百万円の収入となりました。主なプラス要因は、税金等調整前四半

期純利益306億19百万円、減価償却費184億66百万円等であり、主なマイナス要因は、法人税等の支払額140億26百万円、

売上債権の増加110億41百万円等であります。売上債権の増加の主要因は、借入金等による調達資金を有効に活用するこ

とで、売掛金の債権流動化を一部停止していることによるものであります。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は282億50百万円の支出となりました。主なプラス要因は、投資有価証券の売

却による収入14億11百万円等であり、主なマイナス要因は、有形固定資産の取得による支出245億54百万円、投資有価証

券の取得による支出27億47百万円等であります。

　「財務活動におけるキャッシュ・フロー」は160億70百万円の収入となりました。主なプラス要因は、コマーシャル

ペーパーの純増130億円、長期借入による収入141億88百万円等であり、主なマイナス要因は、長期借入金の返済による

支出95億37百万円、親会社の配当金の支払額52億33百万円等であります。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　当期（平成20年3月期）の通期の業績は、連結売上高4,970億円、連結営業利益は396億円、連結経常利益は392億円、

連結当期純利益は218億円を見込んでおります。

　業績予想は連結・個別ともに平成19年11月14日に発表した通期業績予想を変更しておりません。

　通期業績予想につきましては、予定した前提条件に対し、現在のところすべての要素で想定どおりに推移しておりま

す。

４．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。

(2）会計処理の方法における簡便な方法の採用

　法人税等の計上に際しては、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。

(3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第３四半期（平成19年4月1日から平成19年12月31日まで）よ

り、平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。

　これにより営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ172百万円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。　

　（追加情報）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、平成19年３月31日以前に取得した資産については、改正前の法

人税法に基づく減価償却の方法の適用により取得価額の５％に到達した連結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額

の５％相当額と備忘価額との差額を５年間にわたり均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。

　これにより営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ1,162百万円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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５．四半期連結財務諸表

(1）（要約）四半期連結貸借対照表

（百万円未満切捨）

科目

前第３四半期末
(平成18年12月31日現在)

当第３四半期末
(平成19年12月31日現在) 増減 前連結会計年度

(平成19年３月31日現在)

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

増減額
（百万円）

増減率
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

（資産の部）         

Ⅰ　流動資産         

１．現金及び預金 20,288  21,056  767  15,046  

２．受取手形及び売掛金 124,929  144,576  19,647  132,759  

３．たな卸資産 46,342  46,075  △267  39,342  

４．その他 15,206  15,493  286  13,744  

流動資産合計 206,766 37.9 227,201 40.1 20,434 9.9 200,892 36.7

Ⅱ　固定資産         

１．有形固定資産 205,397  209,674  4,277  206,386  

２．無形固定資産 41,687  39,785  △1,902  41,691  

３．投資その他の資産 91,437  90,239  △1,198  98,819  

固定資産合計 338,522 62.1 339,699 59.9 1,176 0.3 346,898 63.3

資産合計 545,289 100.0 566,901 100.0 21,611 4.0 547,791 100.0

（負債の部）         

Ⅰ　流動負債         

１．支払手形及び買掛金 89,324  92,943  3,618  95,344  

２．短期借入金 26,225  39,002  12,776  20,080  

３．コマーシャルペーパー 22,000  19,000  △3,000  6,000  

４．その他 43,220  33,329  △9,890  43,483  

流動負債合計 180,771 33.2 184,275 32.5 3,504 1.9 164,907 30.1

Ⅱ　固定負債         

１．社債 30,000  40,000  10,000  30,000  

２．長期借入金 77,095  66,250  △10,844  76,595  

３．その他 53,249  56,535  3,286  60,219  

固定負債合計 160,344 29.4 162,786 28.7 2,442 1.5 166,814 30.5

負債合計 341,115 62.6 347,061 61.2 5,946 1.7 331,722 60.6

（純資産の部）         

Ⅰ　株主資本         

１．資本金 27,039 4.9 27,039 4.8 － － 27,039 4.9

２．資本剰余金 44,841 8.2 44,910 7.9 68 0.2 44,746 8.2

３．利益剰余金 102,462 18.8 119,877 21.2 17,415 17.0 107,495 19.6

４．自己株式 △1,834 △0.3 △348 △0.1 1,485 △81.0 △376 △0.1

株主資本合計 172,509 31.6 191,479 33.8 18,969 11.0 178,905 32.6

Ⅱ　評価・換算差額等         

１．その他有価証券評価差
額金 21,387 3.9 18,984 3.3 △2,403 △11.2 24,982 4.6

２．繰延ヘッジ損益 101 0.0 76 0.0 △24 △24.2 56 0.0

３．為替換算調整勘定 △3,867 △0.7 △4,217 △0.7 △349 9.0 △2,535 △0.5

４．その他包括損失累計額 － － △107 △0.0 △107 － △111 △0.0

評価・換算差額等合計 17,620 3.2 14,735 2.6 △2,885 △16.4 22,392 4.1

Ⅲ　少数株主持分 14,043 2.6 13,624 2.4 △419 △3.0 14,770 2.7

純資産合計 204,174 37.4 219,839 38.8 15,665 7.7 216,068 39.4

負債、純資産合計 545,289 100.0 566,901 100.0 21,611 4.0 547,791 100.0
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(2）（要約）四半期連結損益計算書

（百万円未満切捨）

科目

前第３四半期
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

増減
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

金額
（百万円）

百分比
（％）

金額
（百万円）

百分比
（％）

増減額
（百万円）

増減率
（％）

金額
（百万円）

百分比
（％）

Ⅰ　売上高 328,680 100.0 370,869 100.0 42,188 12.8 458,587 100.0

Ⅱ　売上原価 224,235 68.2 253,897 68.5 29,662 13.2 315,863 68.9

売上総利益 104,445 31.8 116,972 31.5 12,526 12.0 142,724 31.1

         

Ⅲ　販売費及び一般管理費 76,691 23.3 86,449 23.3 9,758 12.7 106,235 23.1

営業利益 27,753 8.5 30,522 8.2 2,768 10.0 36,488 8.0

         

Ⅳ　営業外収益 3,490 1.0 4,068 1.1 577 16.6 4,905 1.0

１．受取利息 100  135  35  156  

２．受取配当金 1,037  1,150  113  1,079  

３．持分法による投資利益 987  1,257  270  1,300  

４．その他 1,365  1,523  158  2,367  

         

Ⅴ　営業外費用 3,062 0.9 3,785 1.0 723 23.6 4,326 0.9

１．支払利息 1,758  2,608  849  2,512  

２．その他 1,303  1,176  △126  1,814  

経常利益 28,181 8.6 30,805 8.3 2,623 9.3 37,067 8.1

         

Ⅵ　特別利益 498 0.1 401 0.1 △96 △19.3 6,804 1.5

         

Ⅶ　特別損失 2,995 0.9 587 0.1 △2,408 △80.4 7,366 1.6

         

税金等調整前四半期（当
期）純利益 25,684 7.8 30,619 8.3 4,935 19.2 36,505 8.0

法人税等 11,009 3.4 12,006 3.2 997 9.1 14,913 3.3

少数株主利益 1,042 0.3 1,200 0.4 157 15.1 1,498 0.3

四半期（当期）純利益 13,632 4.1 17,412 4.7 3,780 27.7 20,094 4.4
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(3）四半期連結株主資本等変動計算書

前第３四半期（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）
 （百万円未満切捨）

 

株 主 資 本 評価・換算差額等

少数株主
持分

純資産
合計資本金

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
株主資本
合計

その他有
価証券評
価差額金

繰延ヘッ
ジ損益

為替換算
調整勘定

評価・換
算差額等
合計

平成18年３月31日残高
（百万円）

27,039 44,833 93,425 △1,657 163,640 19,452 － △5,038 14,414 16,910 194,966

当四半期中の変動額            

剰余金の配当（注１）   △4,429  △4,429      △4,429

利益処分による役員賞与
（注２）

  △167  △167      △167

役員退職慰労金   △9  △9      △9

役員賞与   △17  △17      △17

四半期純利益   13,632  13,632      13,632

自己株式の取得    △192 △192      △192

自己株式の処分  8  16 24      24

子会社の合併に伴う剰余金
の増加額

  28  28      28

株主資本以外の項目の当四半
期中の変動額（純額）

     1,934 101 1,170 3,206 △2,867 338

当四半期中の変動額合計
（百万円）

－ 8 9,036 △176 8,868 1,934 101 1,170 3,206 △2,867 9,207

平成18年12月31日残高
（百万円）

27,039 44,841 102,462 △1,834 172,509 21,387 101 △3,867 17,620 14,043 204,174

　（注１）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目及び平成18年11月の取締役会決議による中間配当であり

ます。

　（注２）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。

 

当第３四半期（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）
 （百万円未満切捨）

 

株 主 資 本 評価・換算差額等

少数株主
持分

純資産
合計資本金

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
株主資本
合計

その他有
価証券評
価差額金

繰延ヘッ
ジ損益

為替換算
調整勘定

その他
包括損失
累計額

評価・換
算差額等
合計

平成19年３月31日残高
（百万円）

27,039 44,746 107,495 △376 178,905 24,982 56 △2,535 △111 22,392 14,770 216,068

当四半期中の変動額             

剰余金の配当   △2,817  △2,817       △2,817

剰余金の配当（中間配当）   △2,416  △2,416       △2,416

在外子会社における利益処
分に伴う従業員賞与 

  △15  △15       △15

四半期純利益   17,412  17,412       17,412

自己株式の取得    △179 △179       △179

自己株式の処分  163  207 370       370

子会社の増加に伴う利益剰
余金の増加額

  81  81       81

持分法適用会社の増加に伴
う剰余金の増加額

  136  136       136

株主資本以外の項目の当四半
期中の変動額（純額）

     △5,998 20 △1,681 3 △7,656 △1,146 △8,803

当四半期中の変動額合計
（百万円）

－ 163 12,382 28 12,573 △5,998 20 △1,681 3 △7,656 △1,146 3,770

平成19年12月31日残高
（百万円）

27,039 44,910 119,877 △348 191,479 18,984 76 △4,217 △107 14,735 13,624 219,839

大陽日酸㈱（4091）平成 20 年３月期　第３四半期財務・業績の概況

－ 6 －



前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

（百万円未満切捨）

株　　　主　　　資　　　本 評価・換算差額等

少数株主
持分 

純資産
合計 資本金 

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
株主資本
合計 

その他有
価証券評
価差額金

繰延ヘッ
ジ損益 

為替換算
調整勘定

その他
包括損失
累計額 

評価・換
算差額等
合計 

平成18年３月31日残高
（百万円）

27,039 44,833 93,425 △1,657 163,640 19,452 － △5,038 － 14,414 16,910 194,966

当期中の変動額   

剰余金の配当（注） △2,416 △2,416 △2,416

剰余金の配当（中間配当） △2,013 △2,013 △2,013

役員賞与（注） △167 △167 △167

役員退職慰労金 △10 △10 △10

在外子会社における利益処分
に伴う従業員賞与 

△20 △20 △20

当期純利益 20,094 20,094 20,094

自己株式の取得 △259 △259 △259

自己株式の処分 10 18 28 28

自己株式の消却 △96 △1,425 1,522 － －

子会社の合併に伴う剰余金の
増加額

29 29 29

株主資本以外の項目の当期中
の変動額（純額）

 5,530 56 2,502 △111 7,977 △2,139 5,837

当期中の変動額合計
（百万円）

－ △86 14,069 1,281 15,264 5,530 56 2,502 △111 7,977 △2,139 21,102

平成19年３月31日残高
（百万円）

27,039 44,746 107,495 △376 178,905 24,982 56 △2,535 △111 22,392 14,770 216,068

　（注）　平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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(4）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（百万円未満切捨）

科目
前第３四半期

(自 平成18年４月１日
至 平成18年12月31日)

当第３四半期
(自 平成19年４月１日
至 平成19年12月31日)

増減
前連結会計年度

(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

 百万円 百万円 百万円 百万円

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー     

税金等調整前四半期（当期）純利益 25,684 30,619 4,935 36,505

減価償却費 15,237 18,466 3,229 21,210

減損損失 676 49 △626 813

受取利息及び配当金 △1,137 △1,286 △149 △1,236

支払利息 1,758 2,608 849 2,512

持分法による投資利益 △987 △1,257 △270 △1,300

固定資産除売却損益（売却益：△） 2,234 485 △1,748 △1,008

売上債権の増加（減少）額
（増加：△） △3,499 △11,041 △7,542 △10,803

たな卸資産の増加（減少）額
（増加：△） △13,322 △6,265 7,056 △6,084

仕入債務の増加（減少）額
（減少：△） 10,019 △3,370 △13,390 15,531

前受金の増加（減少）額
（減少：△） 2,572 2,876 303 △505

その他 △3,255 △897 2,357 △2,574

小計 35,981 30,986 △4,994 53,058

利息および配当金の受取額 1,487 2,769 1,281 1,583

利息の支払額 △1,548 △2,421 △873 △2,488

法人税等の支払額 △11,181 △14,026 △2,844 △12,092

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,739 17,308 △7,430 40,061

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー     

定期預金の預入による支出 △722 △898 △175 △768

定期預金の払戻による収入 1,291 738 △553 1,514

有形固定資産の取得による支出 △22,875 △24,554 △1,678 △30,290

有形固定資産の売却による収入 2,347 177 △2,169 9,407

無形固定資産の取得による支出 △4,420 △743 3,677 △4,835

投資有価証券の取得による支出 △6,939 △2,747 4,192 △7,997

投資有価証券の売却による収入 425 1,411 985 436

連結の範囲の変更を伴う子会社株式
取得による支出 △33,445 △910 32,535 △33,445

その他 △117 △723 △605 △306

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,457 △28,250 36,206 △66,286
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（百万円未満切捨）

科目
前第３四半期

(自 平成18年４月１日
至 平成18年12月31日)

当第３四半期
(自 平成19年４月１日
至 平成19年12月31日)

増減
前連結会計年度

(自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日)

 百万円 百万円 百万円 百万円

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー     

短期借入金の純増（純減）額
（純減：△） △3,063 4,418 7,482 △5,843

コマーシャルペーパーの純増（純
減）額（純減：△） 14,000 13,000 △1,000 △2,000

長期借入による収入 28,238 14,188 △14,050 27,182

長期借入金の返済による支出 △8,110 △9,537 △1,426 △11,234

株式の発行による収入 277 94 △183 277

社債の発行による収入 15,000 10,000 △5,000 15,000

社債の償還による支出 － △10,000 △10,000 －

リース債務の返済による支出 － △485 △485 △411

リース債務の調達による収入 － － － 4,364

自己株式の取得による支出 △190 △177 12 △257

自己株式の売却による収入 39 11 △27 42

親会社の配当金の支払額 △4,429 △5,233 △804 △4,429

少数株主への配当金の支払額 △236 △207 29 △238

財務活動によるキャッシュ・フロー 41,524 16,070 △25,453 22,451

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 255 33 △221 367

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加
（減少）額（減少：△） 2,061 5,162 3,100 △3,405

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 17,416 14,404 △3,011 17,416

Ⅶ　連結の範囲の変更に伴う現金及び現金
同等物の増加額 － 396 396 243

Ⅷ　子会社の合併に伴う現金及び現金同等
物の増加額 143 － △143 150

Ⅸ　現金及び現金同等物の期末残高 19,622 19,964 341 14,404
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(5）セグメント情報

①　事業の種類別セグメント情報

前第３四半期（自平成18年４月１日　至平成18年12月31日）

 （百万円未満切捨）

 
ガス事業
（百万円）

機器・装置
事業
（百万円）

家庭用品他
事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ．売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する売上

高
226,504 89,928 12,247 328,680 － 328,680

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
74 9,169 119 9,362 (9,362) －

計 226,578 99,098 12,366 338,043 (9,362) 328,680

営業費用 204,885 90,877 10,977 306,740 (5,813) 300,927

営業利益 21,693 8,220 1,389 31,302 (3,549) 27,753

当第３四半期（自平成19年４月１日　至平成19年12月31日）

 （百万円未満切捨）

 
ガス事業
（百万円）

機器・装置
事業
（百万円）

家庭用品他
事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ．売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する売上

高
251,519 106,122 13,227 370,869 － 370,869

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
75 6,796 107 6,978 (6,978) －

計 251,594 112,919 13,334 377,848 (6,978) 370,869

営業費用 226,327 105,733 11,921 343,982 (3,635) 340,347

営業利益 25,267 7,185 1,413 33,865 (3,343) 30,522
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前連結会計年度（自平成18年４月１日　至平成19年３月31日）

 （百万円未満切捨）

 
ガス事業
（百万円）

機器・装置
事業
（百万円）

家庭用品他
事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ．売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する売上

高
305,442 136,896 16,248 458,587 － 458,587

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
99 12,299 182 12,581 (12,581) －

計 305,542 149,196 16,430 471,169 (12,581) 458,587

営業費用 278,545 137,581 14,608 430,735 (8,635) 422,099

営業利益 26,996 11,615 1,822 40,434 (3,945) 36,488

　（注１）　事業区分の方法及び各区分に属する主要な製商品の名称

１．事業区分の方法

製品・商品の種類を基準区分として、「ガス事業」「機器・装置事業」「家庭用品他事業」の３つに区

分しております。

２．各区分に属する主要な製商品の名称

事業区分 主要製品・商品

ガス事業 酸素、窒素、アルゴン、炭酸ガス、ヘリウム、キセノン・ネオン等希ガス、水素、医療用ガス

（酸素、亜酸化窒素等）、特殊ガス（半導体用材料ガス、標準ガス等）、溶解アセチレン、Ｌ

Ｐガス、その他各種ガス、安定同位元素、装置賃貸

機器・装置事業 溶断機器、溶接材料、容器、半導体関連工事・機器、半導体製造装置、医療機器、空気分離装

置（酸素、窒素、アルゴン、希ガス）、深冷ガス分離装置、極低温装置、高真空装置、ＰＳＡ

式ガス製造装置、水素発生装置、圧縮機、膨張機、各種液化ガス貯槽・ポンプ、真空ブレージ

ング、原子力・宇宙開発関連装置その他各種関連機器、空調機器、排水処理システム

家庭用品他事業 ステンレス製魔法瓶（家庭用、理化学用）、真空保温調理鍋、電子部品の組立・加工・検査、

設備メンテナンス、各種受託業務他

　（注２）　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、前第３四半期1,609百万円、当第３

四半期1,694百万円、前連結会計年度2,724百万円で、その主なものは当社の管理部門に係る費用等です。

　（注３）　有形固定資産の減価償却の方法の変更

（会計方針の変更）

「最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無」に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当第３

四半期（平成19年4月1日から平成19年12月31日まで）より、平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産

について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法に

よった場合に比べて、「ガス事業」の営業費用は132百万円、「機器・装置事業」の営業費用は34百万円、

「家庭用品他事業」の営業費用は６百万円増加し、それぞれ営業利益が同額減少しております。

（追加情報）

「最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無」に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成19

年３月31日以前に取得した資産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により取得価

額の５％に到達した連結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の５％相当額と備忘価額との差額を５年

間にわたり均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合

に比べて、「ガス事業」の営業費用は1,046百万円、「機器・装置事業」の営業費用は100百万円、「家庭用

品他事業」の営業費用は15百万円増加し、それぞれ営業利益が同額減少しております。

大陽日酸㈱（4091）平成 20 年３月期　第３四半期財務・業績の概況

－ 11 －



②　所在地別セグメント情報

前第３四半期（自平成18年４月１日　至平成18年12月31日）

 （百万円未満切捨）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
その他

（百万円）
計

（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ．売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 269,395 43,092 16,192 328,680 － 328,680

(2）セグメント間の内部売上高 5,103 6,064 1,622 12,790 (12,790) －

計 274,499 49,156 17,815 341,470 (12,790) 328,680

営業費用 251,232 43,774 16,695 311,701 (10,774) 300,927

営業利益 23,266 5,382 1,119 29,768 (2,015) 27,753

当第３四半期（自平成19年４月１日　至平成19年12月31日）

 （百万円未満切捨）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
その他

（百万円）
計

（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ．売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 286,387 64,788 19,694 370,869 － 370,869

(2）セグメント間の内部売上高 3,573 8,732 2,370 14,676 (14,676) －

計 289,960 73,521 22,064 385,546 (14,676) 370,869

営業費用 267,409 64,972 20,491 352,873 (12,526) 340,347

営業利益 22,551 8,548 1,572 32,672 (2,150) 30,522
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前連結会計年度（自平成18年４月１日　至平成19年３月31日）

 （百万円未満切捨）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
その他

（百万円）
計

（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ．売上高及び営業損益       

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 372,614 62,208 23,765 458,587 － 458,587

(2）セグメント間の内部売上高 6,629 9,402 2,121 18,154 (18,154) －

計 379,243 71,611 25,887 476,742 (18,154) 458,587

営業費用 348,593 63,741 24,344 436,678 (14,579) 422,099

営業利益 30,650 7,869 1,543 40,063 (3,574) 36,488

　（注１）　国または地域は、地理的近接度によって区分しております。

　（注２）　本邦以外の区分に属する主な国または地域

(1）北　米・・・・米国

(2）その他・・・・シンガポール、マレーシア、フィリピン、中国、台湾等

　（注３）　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、前第３四半期1,609百万円、当第３

四半期1,694百万円、前連結会計年度2,724百万円で、その主なものは当社の管理部門に係る費用等です。

　（注４）　有形固定資産の減価償却の方法の変更

（会計方針の変更）

「最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無」に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当第３

四半期（平成19年4月1日から平成19年12月31日まで）より、平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産

について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法に

よった場合に比べて、「日本」の営業費用は172百万円増加し、営業利益が同額減少しております。

（追加情報）

「最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無」に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成19

年３月31日以前に取得した資産については、改正前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により取得価

額の５％に到達した連結会計年度の翌連結会計年度より、取得価額の５％相当額と備忘価額との差額を５年

間にわたり均等償却し、減価償却費に含めて計上しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合

に比べて、「日本」の営業費用は1,162百万円増加し、営業利益が同額減少しております。
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